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昨
年
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
や

同
９
月
の
台
風
2
1
号
は
、
大
阪
市

で
も
死
傷
者
及
び
多
数
の
被
災
者

と
広
範
囲
の
住
宅
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
党
大
阪
市
議
団
は
、
と

く
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
湾
岸
部

を
は
じ
め
、
市
内
各
地
の
被
害
状

況
を
調
査
、
被
災
者
か
ら
の
声
を

聞
き
、
議
会
で
一
部
損
壊
等
の
被

災
者
を
支
援
す
る
制
度
を
緊
急
に

整
備
す
る
こ
と
や
、
災
害
対
策
の

抜
本
的
強
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

被
災
者
独
自
支
援
を
要
求

　
法
律
で
は
一
部
損
壊
は
補
助
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
中
、
独
自
支

援
策
を
新
た
に
つ
く
っ
た
自
治
体

も
あ
り
、
大
阪
市
で
も
支
援
制
度

を
つ
く
っ
て
被
災
者
に
応
え
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
で

大
阪
市
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
1
0

年
計
画
で
、
防
潮
堤
（
市
所
管
の

総
延
長
約
6
0
♂
μ
）
の
耐
震
化

を
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス

の
地
震
で
崩
壊
す
る
部
分
計
1
4
・

４
♂
μ
を
対
象
に
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
市
議
団
は
、
対

象
外
と
し
て
い
る
約
4
5
♂
討
に
つ

い
て
も
堵
禾
的
に
見
直
し
耐
固
化

を
前
に
す
す
め
る
よ
う
提
案
し
ま

し
た
。

市
長
の
教
育
破
壊
を
阻
止

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
（
学
カ
テ
ス
ト
）
の
結
果
が
２
年

連
続
政
令
市
で
最
下
位
だ
っ
た

こ
と
で
、
吉
村
洋
文
市
長
が
全
図

学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
を
学
校
予

算
や
教
員
給
与
に
反
映
さ
せ
る

と
表
明
。
こ
れ
に
対
し
て
「
子
ど

も
か
追
い
つ
め
ら
れ
る
」
「
教
育

に
対
す
る
冒
と
く
だ
」
な
ど
、
市

民
・
学
校
関
係
者
な
ど
が
強
い

維新市政終わらせる力
批
判
や
不
安
の
声
を
上
げ
ま
し

た
。
　
党
市
議
団
は
、
市
長
の
意
向
は

文
部
科
学
舎
の
方
針
や
行
政
の
公

平
性
に
も
反
し
、
「
極
め
て
一
面

的
で
短
絡
的
」
と
批
判
し
、
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。

　
党
市
議
団
の
論
戦
と
市
民
・
学

校
関
係
者
・
労
働
組
合
な
ど
の
集

会
開
催
や
署
名
を
提
出
す
る
な
ど

の
運
動
で
、
今
年
１
月
の
大
阪
市

総
白
教
育
会
議
で
事
実
上
撤
回
さ

せ
ま
し
た
。

　
こ
の
闇
、
市
民
運
動
と
連
携
し

た
党
市
議
団
の
粘
り
強
い
取
り
組

み
の
中
で
、
市
立
の
幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
、
中
学
校
絶
食
（
学
校

調
理
方
式
）
の
全
校
実
施
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
高
校
卒
業
ま
で

の
拡
充
、
地
下
鉄
駅
へ
の
可
動
式

ホ
ー
ム
柵
の
設
置
（
御
堂
筋
線
心

斎
橋
駅
・
天
王
寺
駅
）
な
ど
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

カ
ジ
ノ
猛
進
政
治
を
追
及

　
２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博
開
催

決
定
を
受
け
て
、
災
害
対
策
や
巾

民
の
く
ら
し
を
置
き
去
り
に
し

て
、
同
市
湾
岸
部
の
人
工
島
・
夢
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洲
（
ゆ
め
し
ま
）
へ
の
カ
ジ
ノ
誘

致
に
突
き
迪
む
吉
村
市
長
の
姿
か

開
催
箭
年
の
2
4
年
に
同
じ
夢
洲
で

開
業
を
狙
う
カ
ジ
ノ
を
中
核
と
す

る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の

整
備
費
用
そ
の
も
の
だ
と
告
発

し
、
カ
ジ
ノ
誘
致
を
断
念
す
る
よ

う
迫
り
ま
し
た
。

　
　
「
す
べ
て
は
カ
ジ
ノ
の
た
め
の

お
膳
立
て
」
「
万
博
は
カ
ジ
ノ
の

呼
ぴ
水
だ
」
と
の
党
市
議
団
の
批

判
に
吉
村
市
長
は
、
「
（
万
博
と
カ

ジ
ノ
を
）
な
ぜ
開
運
付
け
る
の

か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
大
阪
経

済
の
起
爆
剤
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
対
策
は
進
め
る
」
と
強
弁
し
ま

し
た
。

「
都
」
構
想
の
ウ
ソ
を
暴
露

百
｀
市
長
（
左
）
に
予
裡
祠
成

に
あ
た
っ
て
の
要
望
霜
を
手
渡

す
日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
＝

昨
年
1
2
月
2
7
日
、
大
阪
市
役
所

　
「
特
別
区
」
の
設
置
に
は
初
期
費

用
だ
け
で
も
８
０
０
億
円
を
超

え
、
人
件
費
も
大
幅
増
、
毎
年
の

運
営
問
に
も
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
予
算
も
権
限
も
一
般
市
に
劣

る
「
特
別
区
」
で
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
な
ど

　
「
特
別
区
」
設
置
の
ウ
ソ
と
ご
ま

か
し
を
繰
り
返
し
暴
露
し
て
き
ま

し
た
。

　
党
市
議
団
の
論
戦
な
ど
で
ウ
ソ

と
ご
ま
か
し
が
明
ら
か
に
な
り
、

　
「
都
」
構
想
が
ゆ
き
づ
ま
り
を
吸

せ
る
中
、
焦
っ
た
維
新
に
よ
る
昨

年
末
以
来
の
公
明
党
と
の
「
住
民

投
票
実
施
の
密
約
」
震
露
劇
は
。

　
「
都
」
構
想
が
、
府
民
・
市
民
に

正
々
堂
々
と
訴
え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
コ
ソ
コ
ソ
と
「
密
約
」

す
る
こ
と
で
し
か
す
す
め
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
姿
を
さ
ら
け
だ
し

ま
し
た
。
維
新
は
、
公
明
党
に

　
「
密
約
」
実
行
を
迫
る
と
と
も

に
、
さ
も
な
け
れ
ば
知
事
・
大
阪

市
長
か
辞
職
し
て
、
統
一
地
方
選

挙
と
同
日
に
「
出
直
し
ダ
ブ
ル
選

挙
」
を
実
施
す
る
と
公
言
し
て
い

ま
す
。

　
３
月
末
ま
で
に
「
協
定
書
」
を

と
焦
る
維
新
は
、
こ
れ
ま
で
の
ル

ー
ル
を
無
視
し
て
顧
走
。
法
定
協

議
会
会
長
（
維
新
）
の
恣
意
（
し

い
）
的
・
独
善
的
な
会
議
狸
呂
に

よ
り
、
２
回
連
続
し
て
会
議
が
紛

糾
、
空
転
し
ま
し
た
。

　
党
市
議
団
は
、
「
『
都
』
構
想
は

議
論
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
『
百
害

あ
っ
て
Ｉ
利
な
し
』
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い

う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
空
虚
な

制
度
い
じ
り
で
な
く
、
市
民
の
く

ら
し
・
福
祉
応
援
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
の
市
政
に
転
換
す
べ
き

だ
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
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